
(57)【要約】

【課題】足関節を適切な位置にずれが起きないように固

定し、安定した支持と適切な圧迫を加えることができ、

しかも、操作が簡単で扱い易い足関節サポーターを提供

する

【解決手段】踝、足底部の一部および足背部の一部を覆

う筒状部材１と、筒状部材１の一方の外側面から筒状部

材１の足底部に対応する部分を通り筒状部材１の他方の

外側面に至る方向に張力を与える張力付与手段６とを備

え、張力付与手段６の筒状部材１の一方の外側面に位置

する一端の幅Ｗ１ とその一端が設置される筒状部材１の

幅Ｌとの比が０．４：１．０～１．０：１．０の範囲で

あり、張力付与手段６により足前部に上向きの力を加え

得るようにする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
踝 、 足 底 部 の 一 部 お よ び 足 背 部 の 一 部 を 覆 う 筒 状 部 材 と 、 筒 状 部 材 の 一 方 の 外 側 面 か ら 筒
状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 を 通 り 筒 状 部 材 の 他 方 の 外 側 面 に 至 る 方 向 に 張 力 を 与 え る
張 力 付 与 手 段 と を 備 え 、 張 力 付 与 手 段 の 筒 状 部 材 の 一 方 の 外 側 面 に 位 置 す る 一 端 の 幅 と そ
の 一 端 が 設 置 さ れ る 筒 状 部 材 の 幅 の 比 が ０ ． ４ ： １ ． ０ ～ １ ． ０ ： １ ． ０ の 範 囲 で あ り 、
張 力 付 与 手 段 に よ り 足 前 部 に 上 向 き の 力 を 加 え 得 る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 足 関 節 サ
ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
踝 、 足 底 部 の 一 部 お よ び 足 背 部 の 一 部 を 覆 う 筒 状 部 材 と 、 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部
分 か ら 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 を 通 り 筒 状 部 材 の い ず れ か 一 方 の 外 側 面 に 至 る 方
向 に 張 力 を 与 え る 張 力 付 与 手 段 と を 備 え 、 張 力 付 与 手 段 の 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部
分 に 位 置 す る 一 端 の 幅 と そ の 一 端 が 設 置 さ れ る 筒 状 部 材 の 幅 の 比 が ０ ． ４ ： １ ． ０ ～ １ ．
０ ： １ ． ０ の 範 囲 で あ り 、 張 力 付 与 手 段 に よ り 足 前 部 に 上 向 き の 力 を 加 え 得 る よ う に し た
こ と を 特 徴 と す る 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
張 力 付 与 手 段 の 筒 状 部 材 の 一 方 の 外 側 面 に 位 置 す る 一 端 の 幅 は 他 端 の 幅 よ り 広 く 形 成 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
張 力 付 与 手 段 の 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 に 位 置 す る 一 端 の 幅 は 他 端 の 幅 よ り 広 く
形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
張 力 付 与 手 段 が 帯 状 部 材 で あ り 、 帯 状 部 材 の 一 端 が 外 側 面 又 は 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す
る 部 分 に 固 定 さ れ 、 他 端 が 筒 状 部 材 上 に 係 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず
れ か １ つ に 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
張 力 付 与 手 段 が 全 長 に 亘 り 筒 状 部 材 上 に 固 定 さ れ た 帯 状 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
帯 状 部 材 が 複 数 の ベ ル ト 部 材 を 接 合 す る こ と で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
又 は ６ 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
帯 状 部 材 が 少 な く と も ２ 種 類 以 上 の 性 質 の 異 な る ベ ル ト 部 材 を 接 合 す る こ と で 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は ６ 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 ９ 】
帯 状 部 材 が ２ 本 の ベ ル ト 部 材 を 略 Ｖ 字 形 状 に 接 合 し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
５ ～ ８ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 １ ０ 】
帯 状 部 材 の 筒 状 部 材 へ の 取 り 付 け 部 分 近 傍 に 当 て 辺 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ～
９ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 １ １ 】
筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 か ら 左 右 に 延 び 、 足 背 部 に 対 応 す る 部 分 上 で ８ の 字 状 に
交 差 し て 踵 部 に 対 応 す る 部 分 の 上 部 の 近 傍 に 至 る よ う に 巻 き 付 け 固 定 し 得 る 帯 状 部 材 を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ～ １ ０ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 １ ２ 】
張 力 付 与 手 段 の 表 面 に 滑 り 止 め 性 を 付 与 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ
か １ つ に 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー 。
【 請 求 項 １ ３ 】
筒 状 部 材 の 一 部 に 異 な る 繊 維 を 使 用 す る か 、 筒 状 部 材 の 一 部 の 編 み 織 り 組 織 を 変 え る か 、
筒 状 部 材 の 一 部 に 樹 脂 を 含 浸 又 は 塗 布 す る か 、 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ に よ り 張 力 付 与 手
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段 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 足 関 節 に お け る 内 反 ま た は 外 反 捻 挫 等 の 外 傷 の 発 生 予 防 、 再 発 予 防 、 治 療 や 、
拘 縮 に 対 す る 矯 正 や リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の た め に 足 首 に 固 定 し て 用 い ら れ る 医 療 用 、 ス ポ
ー ツ 用 の 足 関 節 サ ポ ー タ ー に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
足 関 節 に お け る 捻 挫 等 の 外 傷 の 発 生 予 防 、 再 発 予 防 、 治 療 や 、 先 天 性 ま た は 後 天 性 の 疾 患
が 原 因 で 起 こ る 拘 縮 に 対 す る 矯 正 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に は 種 々 の 方 法 が あ る が 、 現 在 主
と し て 、 ギ プ ス 、 副 木 、 テ ー ピ ン グ テ ー プ 、 バ ン デ ー ジ 、 サ ポ ー タ ー 等 が 使 用 さ れ 、 場 合
に よ っ て は こ れ ら の 複 数 の も の が 併 用 さ れ る 。 こ れ ら の 各 手 段 に は そ れ ぞ れ の 特 徴 が あ り
、 使 用 者 の 患 部 の 状 態 や 使 用 さ れ る 状 況 等 に よ っ て 選 択 さ れ る 。 そ の 中 で 、 特 に サ ポ ー タ
ー は 次 の よ う な 利 点 を も つ こ と か ら 、 外 傷 の 有 用 な 発 生 予 防 、 再 発 予 防 、 治 療 の 手 段 と し
て 様 々 な 場 面 で 利 用 さ れ て い る 。 ま ず 、 サ ポ ー タ ー は 、 装 着 す る の に 例 え ば ギ プ ス 、 テ ー
ピ ン グ テ ー プ の よ う に 、 あ る 程 度 の 熟 練 し た 技 術 ま た は そ れ を 有 す る 補 助 者 を 特 別 必 要 と
せ ず 、 簡 単 に し か も 短 時 間 に 装 着 が で き る 。 ま た 、 患 部 の 状 態 に よ っ て 長 期 的 に 着 用 す る
の が 好 ま し い 場 合 に は 、 サ ポ ー タ ー は 、 連 続 使 用 に 対 す る 安 定 性 、 耐 久 性 が テ ー ピ ン グ テ
ー プ や バ ン デ ー ジ に 比 べ 優 れ て お り 、 そ の 結 果 使 用 に 際 し て の ラ ン ニ ン グ コ ス ト も 少 な く
て す む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
現 在 使 用 さ れ て い る 足 関 節 サ ポ ー タ ー と し て は 種 々 の も の が あ る が 、 そ の １ つ と し て 足 関
節 周 囲 を 覆 う 筒 状 体 と 、 そ の 外 表 面 に 設 置 さ れ 足 関 節 を 締 め 付 け 固 定 す る ベ ル ト か ら な る
サ ポ ー タ ー が あ る 。 こ の 種 の サ ポ ー タ ー の 具 体 的 な 構 造 と し て 、 足 関 節 周 囲 を 覆 う 筒 状 体
、 筒 状 体 の 内 踝 外 表 面 に １ 端 が 取 り 付 け ら れ 、 足 底 部 か ら 足 背 部 を 通 り 踵 部 上 部 に 至 る 伸
縮 性 ベ ル ト を 備 え た サ ポ ー タ ー （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 、 足 関 節 の 上 方 お よ び 下 方
周 囲 を 覆 う 筒 状 体 、 筒 状 体 の 外 側 面 か ら 足 底 部 を 通 り 反 対 側 の 外 側 面 ま で 延 び る ベ ル ト 、
筒 状 体 の 後 部 の ア キ レ ス 腱 に 対 応 す る 部 分 か ら 足 底 部 を 取 り 巻 い て 外 側 面 ま で 延 び る ベ ル
ト を 備 え た サ ポ ー タ ー （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 、 足 関 節 周 囲 を 覆 う 筒 状 体 、 筒 状 体
の 内 側 の 踝 を 覆 う 板 状 部 材 、 板 状 部 材 の 下 部 ま た は 筒 状 体 の 足 底 部 に 連 結 さ れ 足 底 部 を 通
り 筒 状 体 の 外 側 面 ま で 回 る ベ ル ト を 備 え た サ ポ ー タ ー （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 等 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ ら の サ ポ ー タ ー は 、 い ず れ も 足 背 部 ま た は 足 底 部 周 囲 を 捲 回 す る ベ ル ト や 支 持 プ レ ー
ト に よ り 、 足 関 節 を 中 心 に 特 定 の 方 向 か ら 力 を か け て 足 関 節 を 固 定 し よ う と す る も の で あ
る が 、 足 底 部 の 動 き に 対 し て 、 サ ポ ー タ ー の ず れ 、 よ れ を 十 分 に 抑 制 す る と 共 に 足 底 部 の
安 定 性 を 十 分 に 維 持 で き る も の で は な か っ た 。 即 ち 足 底 部 は サ ポ ー タ ー と の 接 触 面 積 が 広
く 、 使 用 者 の 全 体 重 が 集 中 す る 部 分 で あ る 上 、 一 般 に 凹 凸 の あ る ア ー チ 形 状 を 有 し て い る
た め 、 サ ポ ー タ ー の ず れ が 非 常 に 起 こ り や す い 部 分 で あ る が 、 従 来 の サ ポ ー タ ー は そ れ を
抑 制 す る の に 特 段 有 利 な 構 造 を 備 え て い な か っ た 。 そ の 結 果 、 足 底 部 で 発 生 し た サ ポ ー タ
ー の ず れ 、 よ れ は 、 足 の 動 き に よ り さ ら に そ の 周 辺 部 に 広 が る た め 、 適 切 な 位 置 か ら ず れ
た 位 置 で サ ポ ー タ ー を 固 定 す る こ と に な り 、 サ ポ ー タ ー 本 来 の 機 能 を 十 分 に 発 揮 す る こ と
が で き な い 。 ま た 、 こ の 種 の サ ポ ー タ ー は 一 般 に 足 関 節 周 囲 を よ り 強 固 に 固 定 す る た め 複
数 の ベ ル ト を 使 用 し 、 ２ 重 、 ３ 重 に 患 部 を 締 め 付 け る こ と が 行 わ れ る が 、 足 関 節 サ ポ ー タ
ー の 装 着 に 慣 れ て い な い 人 や 高 齢 者 あ る い は 手 先 が 不 自 由 な 人 に と っ て は 操 作 が 煩 雑 に な
る ば か り か 、 不 適 切 な 位 置 に ベ ル ト を 固 定 し て し ま う 可 能 性 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 足 底 部 を 安 定 さ せ る 方 法 と し て は 、 足 関 節 全 体 を 覆 う 筒 状 体 の 足 底 部 に 対 応 す る 部
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分 に 足 底 板 を 一 体 的 に 取 り 付 け た サ ポ ー タ ー が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 、 特
許 文 献 ５ 、 参 照 。 ） 。 し か し な が ら 、 足 底 部 の 形 状 は 個 人 差 が 大 き い た め 、 こ の 種 の サ ポ
ー タ ー を 使 用 す る 場 合 に は 、 使 用 者 に 応 じ て 適 当 な 足 底 板 を 調 整 す る 手 間 が か か る し 、 靴
を 履 い て 使 用 す る 場 合 に は 靴 と の 相 性 も 考 慮 す る 必 要 が あ っ た 。 ま た 、 足 底 板 を 筒 状 体 に
一 体 的 に 取 り 付 け る こ と で 、 足 底 板 と 筒 状 体 と の ず れ は 防 止 す る と い う 利 点 は あ る が 、 サ
ポ ー タ ー そ の も の を 患 部 か ら ず れ な い よ う に す る 特 段 の 構 成 は 持 っ て い な い た め 、 仮 に 足
底 板 が 使 用 者 に フ ィ ッ ト す る も の だ と し て も 、 使 用 と 共 に 徐 々 に サ ポ ー タ ー が ず れ る 可 能
性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
更 に 、 脳 卒 中 片 麻 痺 や 腓 骨 神 経 麻 痺 等 の 障 害 で 損 な わ れ た 下 肢 の 機 能 を 矯 正 す る た め 、 足
に 装 着 し た 第 １ の 装 着 体 と 大 腿 に 装 着 し た 第 ２ の 装 着 体 と の 間 に 伸 縮 体 を 掛 け 渡 し 、 伸 縮
体 の 弾 性 力 に よ り 足 先 を 上 方 に 持 ち 上 げ る よ う に し た 装 具 も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 引
用 文 献 ６ ） 。 こ の 装 具 に よ れ ば 、 足 の 動 き を 封 じ る こ と な く 足 先 を 上 方 に 持 ち 上 げ る こ と
が で き 、 歩 行 の 際 に 足 先 が 床 や 段 差 に 引 っ 掛 か る の を 防 止 す る こ と が で き る が 、 ２ つ の 装
着 体 を 使 用 す る た め 装 着 が 面 倒 で 、 ま た 伸 縮 体 は 両 装 着 体 間 に 局 部 的 な 力 を 加 え る こ と に
な る た め 、 損 傷 し た 足 の 機 能 を 十 分 に 保 護 し 得 る も の で は な い 。 又 、 麻 痺 に よ る 障 害 で は
足 先 が 下 が る と 共 に 、 足 は 内 反 が 起 こ り 易 く な り 、 そ の た め 捻 挫 等 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が
あ る が 、 こ の サ ポ ー タ ー で は 内 反 を 十 分 に 抑 制 す る 機 能 を 備 え て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 平 ３ － １ ０ １ ９ ３ ０ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ６ 頁 、 第 １ 図 、 第 ２ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 表 平 ７ － ５ ０ ３ ８ ７ ９ 号 公 報 （ 第 ６ ～ ７ 頁 、 図 １ 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 １ １ － ９ ７ ５ ４ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ３ 頁 、 図 １ 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 平 ７ － １ ８ ４ ９ ４ ４ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ３ 頁 、 図 １ 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ５ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ ２ ９ ０ ２ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ３ 頁 、 図 １ ）
【 特 許 文 献 ６ 】
特 開 平 ９ － ３ １ ３ ５ ５ ３ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ５ 頁 、 図 １ ～ ６ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 課 題 は 、 足 関 節 を 適 切 な 位 置 に ず れ が 起 き な い よ う に 固 定 し 、 安 定 し た 支 持 と 適
切 な 圧 迫 を 加 え る こ と が で き 、 し か も 、 操 作 が 簡 単 で 扱 い 易 い 足 関 節 サ ポ ー タ ー を 提 供 す
る こ と に あ る 。 特 に 、 足 の 底 背 屈 の 動 き を 過 度 に 妨 げ る こ と な く 、 内 反 又 は 外 反 の 動 き を
十 分 に 抑 制 し 、 足 底 部 の 安 定 性 を 維 持 す る 足 関 節 サ ポ ー タ ー を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に お い て は 、 踝 、 足 底 部 の 一 部 お よ び 足 背 部 の 一 部
を 覆 う 筒 状 部 材 と 、 筒 状 部 材 の 一 方 の 外 側 面 か ら 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 を 通 り
筒 状 部 材 の 他 方 の 外 側 面 に 至 る 方 向 に 張 力 を 与 え る 張 力 付 与 手 段 と を 備 え 、 張 力 付 与 手 段
の 筒 状 部 材 の 一 方 の 外 側 面 に 位 置 す る 一 端 の 幅 と そ の 一 端 が 設 置 さ れ る 筒 状 部 材 の 幅 の 比
が ０ ． ４ ： １ ． ０ ～ １ ． ０ ： １ ． ０ の 範 囲 で あ り 、 張 力 付 与 手 段 に よ り 足 前 部 に 上 向 き の
力 を 加 え 得 る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 本 発 明 に お い て は 、 踝 、 足 底 部 の 一 部 お よ び 足 背 部 の 一 部 を 覆 う 筒 状 部 材 と 、 筒 状 部
材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 か ら 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 を 通 り 筒 状 部 材 の い ず れ
か 一 方 の 外 側 面 に 至 る 方 向 に 張 力 を 与 え る 張 力 付 与 手 段 と を 備 え 、 張 力 付 与 手 段 の 筒 状 部
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材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 に 位 置 す る 一 端 の 幅 と そ の 一 端 が 設 置 さ れ る 筒 状 部 材 の 幅 の 比
が ０ ． ４ ： １ ． ０ ～ １ ． ０ ： １ ． ０ の 範 囲 で あ り 、 張 力 付 与 手 段 に よ り 足 前 部 に 上 向 き の
力 を 加 え 得 る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
張 力 付 与 手 段 の 筒 状 部 材 の 一 方 の 外 側 面 に 位 置 す る 一 端 の 幅 、 又 は 張 力 付 与 手 段 の 筒 状 部
材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 に 位 置 す る 一 端 の 幅 は 、 他 端 の 幅 よ り 広 く 形 成 す る の が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
筒 状 部 材 は 、 天 然 繊 維 、 化 学 繊 維 よ り な る 織 布 、 編 布 、 不 織 布 、 パ イ ル 生 地 や 、 フ ォ ー ム
材 料 な ど を 単 独 ま た は 任 意 に 選 択 組 み 合 わ せ て 形 成 す る こ と が で き る 。 そ の 具 体 的 な 素 材
と し て は 、 例 え ば 、 綿 、 毛 、 ウ ー ル 、 レ ー ヨ ン 、 ア ク リ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ エ ス テ ル 、
ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ リ デ ン 等 の 繊 維 を 適 宜 組 み 合 わ せ て な る 、 経 編 み ま た は 緯 編
み 布 の ジ ャ ー ジ 生 地 、 パ ワ ー ネ ッ ト の よ う な 弾 性 糸 混 紡 編 物 、 ダ ブ ル ラ ッ シ ェ ル 生 地 の 立
体 編 物 等 が あ る 。 さ ら に 、 こ れ ら の 生 地 と ゴ ム 発 泡 体 （ ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム 、 天 然 ゴ ム 、 ブ
チ ル ゴ ム 、 ス チ レ ン ・ ブ タ ジ エ ン ゴ ム 　 、 イ ソ プ レ ン ゴ ム 等 ） 、 ウ レ タ ン 発 泡 体 （ 圧 縮 ウ
レ タ ン ） 等 の フ ォ ー ム 材 料 を 積 層 し た 複 合 材 料 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
筒 状 部 材 は 上 述 の よ う な 素 材 を 連 続 し た １ 枚 の 生 地 か ら 形 成 す る こ と が で き る が 、 適 当 な
大 き さ に 裁 断 し た も の を 縫 製 や 接 着 に よ り つ な ぎ 合 わ せ て 形 成 す る こ と も で き る 。 特 に 、
足 背 上 部 や 踵 部 の よ う な 凹 凸 の 多 い 部 位 で は 体 表 面 と の 追 従 性 が 必 要 で あ り 、 適 度 な 圧 迫
性 や 操 作 性 を 向 上 さ せ る た め に 伸 縮 性 の 生 地 を 部 分 的 ま た は 全 面 に 用 い る の が 好 ま し い 。
こ の 筒 状 部 材 の 生 地 の 伸 縮 性 は 、 そ の 生 地 に 用 い る 繊 維 の 特 性 や そ の 混 紡 の 割 合 、 生 地 同
士 の 組 合 せ パ タ ー ン 等 に よ り 自 由 に 調 整 す る こ と が で き る 。 な お 、 表 面 生 地 が ポ リ ア ミ ド
、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ リ デ ン 等 の 素 材 で パ イ ル 状 に し た も の は 面 フ ァ ス ナ と し て
利 用 で き 、 筒 状 部 材 同 士 ま た は 筒 状 部 材 と 他 の 部 材 間 で の 着 脱 や そ れ ら の 位 置 調 節 に 有 利
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
筒 状 部 材 は 踝 と 足 底 部 の 一 部 お よ び 足 背 部 の 一 部 を 覆 う よ う に 適 当 な 大 き さ に 略 筒 状 に 形
成 す る こ と が で き る が 、 こ の 筒 状 部 材 は 、 最 初 か ら 布 帛 を 筒 状 に 縫 製 し た も の の ほ か 、 こ
の 筒 状 部 材 の 一 部 ま た は 全 部 に 、 開 放 部 分 を 設 け た も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 開 放 部
分 は 、 前 方 側 （ 足 背 側 ） ま た は 後 方 側 （ ア キ レ ス 腱 側 ） 、 側 方 側 の い ず れ の 箇 所 に 設 け て
も 良 く 、 開 放 の 切 れ 込 み は 直 線 状 、 曲 線 状 、 ま た は そ の 両 方 を 組 み 合 わ せ た 形 状 を 用 い る
こ と が で き る 。 開 放 部 分 を 設 け る 場 合 に は 、 開 放 し た 一 方 の 側 片 を 他 方 の 側 片 に 面 フ ァ ス
ナ 等 で 係 着 し て 筒 状 に 形 成 で き る よ う に す る 。 こ の よ う な 開 放 部 分 を 設 け る こ と に よ り 、
面 フ ァ ス ナ 等 の 係 着 の 仕 方 を 調 節 す る こ と が で き 、 個 人 差 の あ る 患 部 に 対 し 最 も 適 切 な 圧
迫 力 を 加 え る こ と が で き る 。 筒 状 部 材 は 少 な く と も 踝 と 足 底 部 の 一 部 お よ び 足 背 部 の 一 部
を 覆 っ て い れ ば よ く 、 疾 患 の 状 態 や 使 用 さ れ る 状 況 を 考 慮 し て 、 下 腿 部 の 一 部 を も 覆 い 得
る よ う に し た り 、 適 宜 ス リ ッ ト や 孔 を 開 け て 通 気 性 を 向 上 さ せ た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
筒 状 部 材 に 設 置 さ れ る 張 力 付 与 手 段 と し て は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 具 体 的 に は 、 伸 縮 性 ま
た は 非 伸 縮 性 の 帯 状 の 材 料 の １ 端 を 筒 状 部 材 の 外 側 面 ま た は 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る
部 分 に 取 り 付 け 、 他 端 を 反 対 側 の 外 側 面 に 引 上 げ ら れ る よ う に 設 置 す る 方 法 、 筒 状 部 材 の
外 側 面 ま た は 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 か ら 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 を 通
り 筒 状 部 分 の 反 対 側 の 外 側 面 の 方 向 に 至 る 領 域 に 、 筒 状 部 材 の 生 地 よ り 強 い 弾 性 を も つ 材
料 を 設 置 す る 方 法 等 が あ る 。 弾 性 を も つ 材 料 の 設 置 方 法 と し て は 、 そ の 弾 性 材 料 の 形 態 に
よ り 適 宜 選 択 で き 、 例 え ば 、 帯 状 、 シ ー ト 状 の も の で あ れ ば 筒 状 部 材 の 生 地 の 上 か ら （ 生
地 が 積 層 構 造 で あ る 場 合 は そ の 内 部 に ） 縫 着 、 接 着 、 溶 着 等 に よ り 取 り 付 け 、 糸 状 の も の
で あ れ ば 筒 状 部 材 へ 縫 い 込 む こ と で 張 力 を 付 与 さ せ る 。 ま た 、 弾 力 性 を 有 す る 合 成 樹 脂 を
液 状 で 生 地 へ 含 浸 、 塗 布 し 、 そ の 後 樹 脂 を 乾 燥 さ せ る 方 法 も 用 い る こ と が で き る 。 勿 論 、
こ れ ら の 弾 力 性 の あ る 材 料 そ の も の で 、 筒 状 部 材 の 上 記 領 域 の 一 部 ま た は 全 部 を 構 成 し 、
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張 力 を 付 与 さ せ て も よ い 。 張 力 付 与 手 段 と し て 特 に 好 ま し く は 、 帯 状 の 材 料 を 設 置 す る 方
法 で 、 帯 状 の 先 端 に 面 フ ァ ス ナ 等 の 係 合 手 段 を 取 り 付 け 筒 状 部 材 と 着 脱 自 在 に す る こ と で
、 圧 迫 や 固 定 の 力 を 調 節 が で き る よ う に な る 。 そ れ に 、 帯 状 部 材 に 使 用 す る 材 料 の 性 質 を
適 宜 選 択 す る こ と で も 容 易 に 圧 迫 や 固 定 の 力 を 変 え る こ と が で き る の で 、 幅 広 い 患 者 層 に
適 応 可 能 な サ ポ ー タ ー と な る 。 つ ま り 、 非 伸 縮 性 の 材 料 ま た は 弾 力 性 に 富 む 材 料 を 使 用 す
れ ば 、 肢 位 を 強 固 に か つ 安 定 的 に 固 定 す る 場 合 に 有 利 で あ り 、 伸 縮 性 の 材 料 ま た は 弾 力 性
に 乏 し い 材 料 を 使 用 し た も の で あ れ ば 、 ス ポ ー ツ 選 手 や リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 行 う 患 者 等
の 患 部 に あ る 程 度 の 可 動 性 が 求 め ら れ 場 合 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 張 力 付 与 手 段 は 、 足 底 部 に バ ラ ン ス 良 く 力 を か け 、 足 底 部 を 全 体 的 に 支 持 、 安 定 さ
せ る た め に 、 筒 状 部 材 の 外 側 面 ま た は 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 に 取 り 付 け ら れ る
１ 端 の 幅 と そ れ が 設 置 さ れ る 筒 状 部 材 の 幅 の 比 が ０ ． ４ ： １ ． ０ ～ １ ． ０ ： １ ． ０ の 範 囲
で あ る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． ５ ： １ ． ０ ～ ０ ． ８ ： １ ． ０ の 範 囲 で あ る こ と が さ ら に 好 ま
し い 。 張 力 付 与 手 段 の １ 端 の 幅 が 筒 状 部 材 の 幅 に 対 し て ０ ． ４ 以 下 で あ る と 、 足 底 部 の 安
定 性 が 得 ら れ 難 く な る と 共 に 、 局 所 的 に 圧 力 が か か り 易 く な る の で 使 用 者 に 痛 み を 生 じ さ
せ た り 、 筒 状 部 材 が 磨 耗 し 易 く な る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 １ ． ０ 以 上 、 即 ち 張 力 付 与 手 段
の 幅 が 筒 状 部 材 の 幅 よ り 広 い と 、 サ ポ ー タ ー 全 体 の か さ が 増 え 、 装 着 感 が 悪 化 す る と 共 に
、 経 済 的 に も 不 利 で あ る 。 な お 、 張 力 付 与 手 段 が 、 足 前 部 に 上 向 き の 力 を 効 果 的 に 加 え 、
内 反 又 は 外 反 の 動 き を 十 分 に 抑 制 す る た め に 、 筒 状 部 材 の 外 側 面 に １ 端 を 取 り 付 け る 場 合
に は 、 他 端 を 筒 状 部 材 の 他 方 の 外 側 面 に お い て 前 記 １ 端 の 設 置 さ れ る 筒 状 部 材 の 位 置 よ り
高 い 位 置 に 設 置 す る こ と 、 ま た 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 に １ 端 を 取 り 付 け 、 筒 状
部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 を 通 り 筒 状 部 材 の い ず れ か 一 方 の 外 側 面 に 至 る 方 向 に 張 力 付
与 手 段 を 設 け る 場 合 に は 、 張 力 付 与 手 段 が 少 な く と も 足 底 の 半 分 以 上 の 部 分 を 通 り 得 る 位
置 に １ 端 を 設 置 し 、 他 端 を 筒 状 部 材 の 外 側 面 の 足 底 よ り 高 い 位 置 に 設 置 す る こ と が 好 ま し
い 。 さ ら に こ の 張 力 付 与 手 段 は 、 内 反 又 は 外 反 の 動 き の き っ か け と な る 踵 部 の 動 き に 対 し
、 そ の 側 方 の 動 揺 を 抑 制 す る た め に 、 足 底 部 の 踵 部 近 傍 に 対 応 す る 位 置 を 通 る こ と が 好 ま
し い 。 こ の 際 、 張 力 付 与 手 段 の 筒 状 部 材 の 外 側 面 ま た は 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分
に 位 置 す る １ 端 の 幅 は 、 他 端 の 幅 よ り 広 く 形 成 さ れ る か 、 そ の １ 端 か ら 他 端 に 向 か っ て 概
ね 幅 が 狭 く な っ て い く よ う 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 幅 広 に 形 成 し た 張 力 付 与
手 段 の １ 端 近 傍 は 足 底 部 を 十 分 支 持 す る こ と が で き 、 一 方 、 そ れ よ り も 幅 を 狭 く し た 他 端
は サ ポ ー タ ー と 足 の 追 従 性 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 必 要 以 上 に 足 の 動 き を 制 限 し な い の で 装
着 感 が 向 上 す る 。 特 に 、 張 力 付 与 手 段 と し て 帯 状 部 材 を 使 用 し た 場 合 は 、 そ の 先 端 幅 が 狭
く な っ て い れ ば 持 ち 易 く 、 帯 状 部 材 の 位 置 調 節 の 操 作 が や り 易 い 。 さ ら に 、 こ の 帯 状 部 材
を 複 数 の ベ ル ト 部 材 を 接 合 し 形 成 す る こ と も で き る 。 ベ ル ト 部 材 は 特 に 張 力 を か け る 必 要
が あ る 部 分 （ 例 え ば 、 踵 や 爪 先 近 傍 等 ） に そ の １ 端 を 設 置 し 、 他 端 は ば ら ば ら に な ら な い
よ う １ つ に ま と め て 接 合 す る 。 ま た 、 複 数 の ベ ル ト 部 材 に 使 用 す る 材 料 を 性 質 の 異 な る も
の で 形 成 す れ ば 、 加 え る 張 力 を 部 分 的 に 変 え る こ と も で き 、 患 部 の 状 態 に 合 わ せ た 適 用 が
可 能 と な る 。 ベ ル ト 部 材 の 本 数 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ２ 本 を 略 Ｖ 字 形 状 に 形 成 し た も の
が 好 ま し く 、 ２ 本 の ベ ル ト 部 材 間 に 間 隙 が で き る の で 、 筒 状 部 材 を 覆 わ な い 部 分 が で き 、
足 と の 追 従 性 が 向 上 す る と 共 に 、 経 済 的 に も 有 利 で あ る 。 ま た 、 ベ ル ト 部 材 は 適 宜 ス リ ッ
ト や 孔 を 開 け れ ば 、 通 気 性 を 確 保 し 、 足 と の 追 従 性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
張 力 付 与 手 段 と し て 帯 状 部 材 を 使 用 す る 場 合 、 帯 状 部 材 の 筒 状 部 材 へ の 取 り 付 け 部 分 近 傍
に 当 て 辺 を 設 け る こ と が で き る 。 当 て 辺 を 設 置 す る こ と で 、 筒 状 部 材 に し わ や よ れ が 発 生
し 難 く な り 、 ま た 、 帯 状 部 材 の 筒 状 部 材 へ の 取 り 付 け を 補 強 す る こ と が で き る 。 当 て 辺 は
少 な く と も 帯 状 部 材 の 筒 状 部 材 へ の 取 り 付 け 部 分 を 被 覆 し て い れ ば よ く 、 形 状 や 大 き さ は
限 定 さ れ な い が 、 筒 状 部 材 の 軸 方 向 と 平 行 す る よ う に 設 置 さ れ る の が 好 ま し い 。 当 て 辺 と
し て は 、 筒 状 部 材 に 使 用 す る 材 料 と 同 様 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 張 力 付 与 手 段 が 帯 状 部 材 で あ れ ば 、 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 か ら 左 右 に
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延 び 、 足 背 部 に 対 応 す る 部 分 上 で ８ の 字 状 に 交 差 し て 踵 部 に 対 応 す る 部 分 の 上 部 の 近 傍 に
至 る よ う に 巻 き 付 け 固 定 し 得 る よ う 帯 状 部 材 を 形 成 し て も よ く 、 こ の 帯 状 部 材 を 筒 状 部 材
の 回 り に 固 定 す る こ と に よ り 、 底 屈 、 背 屈 を 共 に 制 限 で き 、 よ り 強 い 固 定 力 が 得 ら れ る 。
こ の 帯 状 部 材 は 、 ２ 本 の 帯 状 部 材 の １ 端 を そ れ ぞ れ 足 底 部 に 取 り 付 け 、 左 右 か ら 立 ち 上 げ
て 他 端 を 筒 状 部 材 上 に 着 脱 可 能 に 形 成 す る よ う に し て も 良 い し 、 １ 本 の 帯 状 部 材 の 中 央 部
を 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 に 取 り 付 け 、 こ の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 の 左 右 か ら 立
ち 上 げ て 両 端 を 筒 状 部 材 上 に 着 脱 可 能 に 形 成 す る よ う に し て も 良 い 。 帯 状 部 材 は 好 ま し く
は 伸 縮 性 で 、 そ の 端 部 に は 筒 状 部 材 に 着 脱 で き る よ う 面 フ ァ ス ナ 等 の 係 合 手 段 を 設 け る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
張 力 付 与 手 段 の 表 面 に 滑 り 止 め 性 を 付 与 さ せ る こ と で 、 サ ポ ー タ ー を 装 着 し た 状 態 で 靴 を
履 い て も 靴 の 中 で サ ポ ー タ ー が ず れ 難 く 、 適 切 な 支 持 、 固 定 を 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、
靴 を 脱 い だ 状 態 で も 床 面 や ス リ ッ パ と も 滑 り 難 く な り 、 高 齢 者 の よ う に 足 腰 が 弱 い 人 が 滑
っ て 転 倒 す る こ と も 予 防 す る こ と が で き る 。 滑 り 止 め 性 を 付 与 さ せ る 手 段 と し て は 、 従 来
か ら の 方 法 を 利 用 で き 、 特 に エ ラ ス ト マ ー 材 料 を 種 々 の 形 態 に 加 工 し た も の を 使 用 す る の
が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 エ ラ ス ト マ ー 材 料 を 糸 状 、 シ ー ト 状 、 フ ォ ー ム 状 等 の 形 態 に 加
工 し た も の を 張 力 付 与 手 段 の 表 面 の 一 部 ま た は 全 部 に 設 置 し た り 、 液 状 に し た エ ラ ス ト マ
ー 材 料 を 張 力 付 与 手 段 の 一 部 ま た は 全 部 に 塗 布 し た り し て 、 滑 り 止 め 性 を 付 与 す る 。 エ ラ
ス ト マ ー 材 料 と し て 好 ま し く は 、 天 然 ゴ ム 、 イ ソ プ レ ン ゴ ム 、 塩 素 化 ゴ ム 、 ブ タ ジ エ ン ゴ
ム 、 ブ チ ル ゴ ム 、 ス チ レ ン ゴ ム 、 ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム 、 ニ ト リ
ル ゴ ム 、 ア ク リ ル ゴ ム 、 多 硫 化 ゴ ム 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 ポ リ エ チ レ ン ゴ ム 、 フ ッ 素 ゴ ム 、
ポ リ ウ レ タ ン ゴ ム 、 Ａ Ｂ Ｓ 、 エ ピ ク ロ ル ヒ ド リ ン ゴ ム 等 の 原 料 ゴ ム や 、 ポ リ ス チ レ ン 系 、
ポ リ オ レ フ ィ ン 系 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 、 ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 系
、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 系 等 の 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
足 関 節 の 内 反 や 外 反 を 抑 制 す る 目 的 で 、 筒 状 部 材 の 両 側 面 に 金 属 ま た は プ ラ ス チ ッ ク か ら
形 成 さ れ る 支 持 体 を 設 け て も よ い 。 こ の 支 持 体 の 筒 状 部 材 へ の 取 り 付 け 方 法 と し て は 、 筒
状 部 材 に ポ ケ ッ ト を 設 け そ の 内 部 に 挿 入 し た り 、 筒 状 部 材 生 地 内 部 に 縫 込 ん だ り 、 筒 状 部
材 の 外 側 表 面 に 面 フ ァ ス ナ 等 に よ り 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 示 す 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に お い て 、 ａ は 左 側 面 図 、 ｂ は 右 側 面 図 、 ｃ は 正 面 図 、 ｄ は 筒 状 部 材 を 開 放 状 態 に し
た 正 面 図 で あ る 。 １ は 筒 状 部 材 で 、 下 腿 部 の 一 部 か ら 踝 と 足 底 部 の 一 部 お よ び 足 背 部 の 一
部 を 覆 う よ う 筒 状 に 形 成 さ れ 、 装 着 し や す く す る た め 前 開 き 式 に 形 成 さ れ 、 そ の 後 方 の 踵
部 に 対 応 す る 部 分 Ｐ に 開 口 ２ を 備 え 、 筒 状 部 材 の 足 背 部 に 対 応 す る 部 分 Ｑ 、 足 底 部 に 対 応
す る 部 分 Ｒ は 舟 状 骨 、 立 方 骨 を 覆 い 得 る 個 所 ま で 延 び て い る 。 筒 状 部 材 １ は 下 腿 部 に 対 応
す る 部 分 Ｓ の 一 方 の 側 に ２ 個 の 面 フ ァ ス ナ ３ 、 ４ 、 足 背 部 に 対 応 す る 部 分 Ｑ の 一 方 の 側 に
面 フ ァ ス ナ ５ が 設 け ら れ 、 筒 状 部 材 １ を 装 着 し て 前 開 き の 部 分 を 閉 じ 、 こ れ ら の 面 フ ァ ス
ナ を 用 い て 人 体 上 に 固 定 す る こ と が で き る 。 筒 状 部 材 １ は 表 面 に ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ ウ レ タ
ン か ら な る フ レ ン チ パ イ ル 、 芯 に ポ リ ウ レ タ ン 発 泡 体 、 裏 面 に ポ リ エ ス テ ル ジ ャ ー ジ の ３
種 類 の 生 地 を 接 着 に よ り 積 層 さ せ た も の を 用 い て 構 成 さ れ 、 そ の 表 面 側 の 生 地 に よ り 面 フ
ァ ス ナ を 着 脱 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
筒 状 部 材 １ の 外 側 面 に は 、 張 力 付 与 手 段 と し て 織 ゴ ム 製 の 帯 状 部 材 ６ の １ 端 ７ が 、 そ の １
端 の 幅 Ｗ １ と １ 端 ７ が 設 置 さ れ る 筒 状 部 材 の 幅 Ｌ の 比 が ０ ． ４ ： １ ． ０ ～ １ ． ０ ： １ ． ０
の 範 囲 に な る よ う 固 定 さ れ 、 帯 状 部 材 ６ は 外 側 面 か ら 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 Ｒ
を 通 り 筒 状 部 材 の 反 対 側 の 外 側 面 の 方 向 に 延 び 、 足 背 部 に 対 応 す る 部 分 Ｑ 上 を 通 り 、 踵 部
に 対 応 す る 部 分 Ｐ の 上 部 の 近 傍 に 至 り 巻 き 付 け る こ と が で き る 長 さ を 有 し て お り 、 そ の 先
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端 ８ に は 面 フ ァ ス ナ ９ が 設 け ら れ 、 筒 状 部 材 １ の フ レ ン チ パ イ ル 面 に 係 合 で き る よ う に な
っ て い る 。 帯 状 部 材 ６ は 、 そ の １ 端 ７ の 幅 Ｗ １ を 他 端 の 先 端 ８ の 幅 Ｗ ２ よ り 幅 広 に 形 成 す
る と 共 に 、 １ 端 ７ か ら 他 端 ８ に 向 か っ て 徐 々 に 幅 を 狭 く す る よ う に 形 成 す る 。 １ ０ は 帯 状
部 材 ６ の 筒 状 部 材 １ へ の 取 り 付 け 部 分 に 設 置 さ れ る 当 て 辺 で 、 筒 状 部 材 １ と 同 様 の 材 料 を
適 当 な 大 き さ に カ ッ ト し 、 筒 状 部 材 １ の 軸 方 向 と 平 行 す る よ う に 縫 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 図 １ の 足 関 節 サ ポ ー タ ー の 装 着 方 法 を 図 ２ を 利 用 し て 説 明 す る 。 先 ず 筒 状 部 材 １ の 前
を 開 い て 装 着 者 の 足 を そ の 踵 部 ３ １ が 開 口 ２ に 嵌 り 込 む よ う な 位 置 に 置 き 、 筒 状 部 材 １ の
前 を 閉 じ 、 各 面 フ ァ ス ナ ３ 、 ４ 、 ５ を 備 え た 側 を 他 方 の 側 の 上 に 重 ね て 面 フ ァ ス ナ ３ 、 ４
、 ５ を 筒 状 部 材 １ 上 に 係 着 し 、 下 腿 部 ３ ２ か ら 足 背 部 ３ ３ の 一 部 、 足 底 部 ３ ４ の 一 部 が 筒
状 部 材 １ に よ り 包 ま れ る よ う に 固 定 す る （ ａ の 状 態 ） 。 次 い で 、 筒 状 部 材 １ の 外 側 面 か ら
延 び る 帯 状 部 材 ６ を 足 底 部 ３ ４ か ら 、 足 背 部 ３ ３ の 頂 上 を 添 わ せ 、 反 対 側 に 引 き 伸 ば し 、
踵 部 の 上 部 近 傍 で 面 フ ァ ス ナ に よ り 筒 状 部 材 １ に 係 着 す る （ ｂ の 状 態 ） 。 こ の よ う に し て
、 筒 状 部 材 １ は 足 背 部 と 足 底 部 の 各 一 部 に 確 実 に 固 定 さ れ た 上 で 帯 状 部 材 ６ が 筒 状 部 材 １
の 一 方 の 外 側 面 か ら 足 底 部 ３ ４ を 通 り 、 他 方 の 外 側 面 に 至 り 、 筒 状 部 材 上 に 係 着 さ れ る こ
と に よ り 、 筒 状 部 材 １ の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 が 帯 状 部 材 ６ に よ り 足 底 部 に 押 し 付 け ら れ
る か ら 筒 状 部 材 ６ が 足 か ら ず れ る こ と が な く 、 し か も 足 前 部 に 対 し 上 向 き の 力 が 加 わ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ 、 図 ４ は 本 発 明 の 異 な る 実 施 例 の 、 ａ は 左 側 面 図 、 ｂ は 装 着 状 態 に お け る 斜 視 図 で あ
り 、 図 １ と 同 等 部 分 に は 同 符 号 を 付 し て あ る 。 図 ３ の 実 施 例 は 図 １ の 実 施 例 に 対 し 、 張 力
付 与 手 段 と し て 帯 状 部 材 １ １ が ２ 本 の ベ ル ト 部 材 １ ２ 、 １ ３ を 略 Ｖ 字 形 状 に 接 合 し 構 成 さ
れ る 点 が 異 な っ て い る 。 即 ち ２ 本 の ベ ル ト の １ 端 １ ４ 、 １ ５ が 筒 状 部 材 １ の 外 側 面 に 取 り
付 け ら れ 、 ベ ル ト の 他 端 が 互 い に 接 合 さ れ 面 フ ァ ス ナ １ ６ で 筒 状 部 材 １ 上 に 係 着 と で き る
よ う に な っ て い る 。 装 着 に 当 た っ て は 、 図 １ 、 図 ２ の 実 施 例 で 説 明 し た 係 着 方 法 と 同 様 な
方 法 で 適 用 す る 。 図 ４ の 実 施 例 は 図 １ の 実 施 例 に 対 し 、 帯 状 部 材 １ ７ が ２ 本 の ベ ル ト 部 材
１ ８ 、 １ ９ を 略 Ｖ 字 形 状 に 接 合 し 構 成 さ れ る 点 と 、 そ の 帯 状 部 材 １ ７ を 足 底 部 の 中 央 部 分
に ２ 本 取 り 付 け る 点 が 異 な っ て い る 。 こ の ２ 本 の ベ ル ト 状 部 材 １ ８ 、 １ ９ の 足 底 部 に 固 定
す る 部 分 の 幅 Ｗ １ と そ の 固 定 さ れ る 部 分 の 筒 状 部 材 １ ７ の 幅 Ｌ と の 比 は 同 様 に ０ ． ４ ： １
． ０ ～ １ ． ０ ： １ ． ０ の 範 囲 に な る よ う に 選 ぶ の が 好 ま し い 。 装 着 に 当 た っ て は 、 足 底 部
の 中 央 か ら 延 び る ２ 本 の 帯 状 部 材 １ ７ を 足 背 部 上 に 添 わ せ 、 足 背 部 の 頂 上 で 互 い に ８ の 字
に 交 差 す る よ う に し て 反 対 側 に 引 き 伸 ば し 、 踵 部 の 上 部 近 傍 で 面 フ ァ ス ナ ２ ０ に よ り 筒 状
部 材 １ 上 に 係 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 述 の 実 施 例 の 図 １ 、 図 ３ で は 帯 状 部 材 を 足 の 内 反 を 予 防 す る 方 向 に 取 り 付 け た 例 を 示 し
た が 、 帯 状 部 材 を 図 １ 、 図 ３ と は 反 対 側 の 外 側 面 に 取 り 付 け 足 の 外 反 を 予 防 す る よ う に す
る こ と も 可 能 で 、 そ の 場 合 の 帯 状 部 材 の 取 り 付 け 位 置 以 外 の 構 成 に つ い て は 基 本 的 に 変 る
と こ ろ は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ５ 、 図 ６ は そ れ ぞ れ 本 発 明 の さ ら に 異 な る 実 施 例 の 、 ａ は 左 側 面 図 、 ｂ は 装 着 状 態 に お
け る 斜 視 図 で あ り 、 図 １ と 同 等 部 分 に は 同 符 号 を 付 し て あ る 。 こ れ ら の 実 施 例 は 図 １ の 実
施 例 に 対 し 、 張 力 付 与 手 段 の 構 成 が 異 な っ て い る 。 即 ち 図 ５ の 実 施 例 に お け る 張 力 付 与 手
段 ２ １ は 、 筒 状 部 材 の 外 側 面 か ら 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 を 通 り 、 反 対 側 の 外 側 面 の 方 向 に
延 び 、 足 背 部 に 対 応 す る 部 分 を 通 り 、 踵 部 に 対 応 す る 部 分 の 上 部 の 近 傍 に 至 る 領 域 に 、 筒
状 部 材 の 生 地 よ り 強 い 弾 性 を 持 つ 生 地 を 縫 着 す る 構 成 に な っ て い る 。 張 力 付 与 手 段 に 用 い
る 生 地 の 弾 性 の 強 さ は 、 本 サ ポ ー タ ー の 使 用 者 の 疾 患 の 状 態 や 使 用 さ れ る 状 況 （ ス ポ ー ツ
や リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 等 ） を 考 慮 し て 適 宜 選 択 す る こ と が で き る 。 又 、 図 ６ の 実 施 例 に お
け る 張 力 付 与 手 段 ２ ２ は 、 筒 状 部 材 の 外 側 面 か ら 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 を 通 り 、 反 対 側 の
外 側 面 の 方 向 に 延 び 、 足 背 部 に 対 応 す る 部 分 を 通 り 、 踵 部 に 対 応 す る 部 分 の 上 部 の 近 傍 に
至 る 領 域 を 、 筒 状 部 材 の 他 の 領 域 よ り 弾 性 の 強 い 編 み 組 織 に す る こ と で 構 成 さ れ て い る 。
弾 性 の 強 い 編 み 組 織 を 形 成 す る 方 法 と し て は 、 ポ リ ウ レ タ ン 繊 維 の よ う な 弾 性 を 有 す る 材
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料 で 編 み を 行 う か 、 編 み に 使 用 す る 糸 の 打 ち 込 み 本 数 を 他 の 領 域 よ り 増 や し 形 成 す る こ と
が で き る 。 こ の 方 法 に よ れ ば 、 筒 状 部 材 に 他 の 材 料 を 重 ね 合 わ せ し な く て も よ い の で 、 張
力 付 与 手 段 の 厚 み を 抑 え る こ と が で き る 。 こ れ ら 図 ５ 、 図 ６ に よ る 実 施 例 は 、 張 力 付 与 手
段 と し て 帯 状 部 材 を 使 っ た と き に 要 す る 張 力 の 強 さ 調 節 が 特 段 い ら な い の で 、 簡 単 に 着 脱
で き 、 ま た 、 使 用 時 ご と に 張 力 の か か り 具 合 を 気 に す る こ と な く 毎 回 一 定 の 張 力 を 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 述 べ た 実 施 例 に お い て は 、 帯 状 部 材 の 一 端 は 筒 状 部 材 の 一 方 の 外 側 面 又 は 筒 状 部 材 の
足 底 部 に 対 応 す る 部 分 の 中 央 に 始 ま っ て い る も の を 示 し た が 、 こ れ ら に 限 る も の で は な い
。 筒 状 部 材 の 足 底 部 に 対 応 す る 部 分 の 任 意 の 位 置 、 即 ち 足 底 部 の 中 央 に 限 ら ず 、 中 央 か ら
ず れ た 任 意 の 位 置 か ら 始 ま っ て 筒 状 部 材 の 一 方 の 外 側 面 又 は 両 外 側 面 に 至 る よ う に 帯 状 部
材 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 筒 状 部 材 に 足 底 部 を 覆 う 張 力 付 与 手 段 を 備 え る こ と で 、 足 底 部 と 筒 状 部
材 生 地 と の ず れ を 起 こ り 難 く す る こ と が で き 、 長 時 間 使 用 し て も 安 定 し た 支 持 、 固 定 を 持
続 さ せ る こ と が で き る 。 又 、 足 の 底 背 屈 の 動 き を 過 度 に 妨 げ る 構 成 を 有 し て い な い た め 、
ス ポ ー ツ や リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 行 う 場 合 に は 、 足 が 本 来 持 っ て い る 底 背 屈 の 機 能 を 有 効
に 使 い つ つ 、 内 反 又 は 外 反 の 動 き を 十 分 に 抑 制 し 、 足 関 節 及 び 足 底 部 の 安 定 性 を 維 持 す る
こ と が で き る 。 し か も 、 本 体 部 分 は 筒 状 部 材 だ け で 、 そ の 外 に は 必 要 最 低 限 の ベ ル ト で 確
実 に 患 部 を 固 定 す る も の で あ る か ら 操 作 が 簡 単 で 扱 い 易 く 、 素 材 の 使 用 量 を 低 減 で き る た
め 経 済 的 に も 有 利 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 、 ａ は 左 側 面 図 、 ｂ は 右 側 面 図 、 ｃ は 正 面 図 、 ｄ は 筒 状 部 材 を
開 放 状 態 に し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 装 着 方 法 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 例 の 、 ａ は 左 側 面 図 、 ｂ は 装 着 状 態 に お け る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 の 、 ａ は 左 側 面 図 、 ｂ は 装 着 状 態 に お け る 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の さ ら に 異 な る 実 施 例 の 、 ａ は 左 側 面 図 、 ｂ は 装 着 状 態 に お け る 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の さ ら に 異 な る 実 施 例 の 、 ａ は 左 側 面 図 、 ｂ は 装 着 状 態 に お け る 斜 視 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 筒 状 部 材
２ 　 開 口
３ 　 面 フ ァ ス ナ
４ 　 面 フ ァ ス ナ
５ 　 面 フ ァ ス ナ
６ 　 帯 状 部 材 （ 張 力 付 与 手 段 ）
７ 　 帯 状 部 材 の １ 端
８ 　 帯 状 部 材 の １ 端
９ 　 面 フ ァ ス ナ
１ ０ 　 当 て 辺
１ １ 　 帯 状 部 材 （ 張 力 付 与 手 段 ）
１ ２ 　 ベ ル ト 部 材
１ ３ 　 ベ ル ト 部 材
１ ４ 　 ベ ル ト の １ 端
１ ５ 　 ベ ル ト の １ 端
１ ６ 　 面 フ ァ ス ナ
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１ ７ 　 帯 状 部 材 （ 張 力 付 与 手 段 ）
１ ８ 　 ベ ル ト 部 材
１ ９ 　 ベ ル ト 部 材
２ ０ 　 面 フ ァ ス ナ
２ １ 　 張 力 付 与 手 段
２ ２ 　 張 力 付 与 手 段
３ １ 　 踵 部
３ ２ 　 下 腿 部
３ ３ 　 足 背 部
３ ４ 　 足 底 部
Ｐ 　 踵 部 に 対 応 す る 部 分
Ｑ 　 足 背 部 に 対 応 す る 部 分
Ｒ 　 足 底 部 に 対 応 す る 部 分
Ｓ 　 下 腿 部 に 対 応 す る 部 分

10
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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